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問 題

ポジティブ心理学は，心のポジティブな側面に関す

る研究実践を行う運動である（島井, 2006）。ポジティ

ブ心理学では，人格的な強み（charactor strengths）やグ

リット（grit; 重要目標への忍耐力）などのポジティブ

な特性をとらえ，それを育成するためのさまざまな実

践が行われ始めているが，その基礎となる知見は蓄積

されていない。本研究ではグリットに焦点をあて，そ

れを高めるうえで効果的な社会的要因について探索し

た。

グリット育成に影響を及ぼす社会的要因としては

学校の目標構造が指摘されている。すなわち，子ども

に対して習得目標の重要性を強調する学校ではグリッ

トが高まり，遂行目標の重要性を強調する学校ではグ

リットが低下しやすい（Park et al., 2018）。ただし，こ

の研究では学校の目標構造以外の要因の効果について

は検討されていない。特に親は子どもに大きな影響を

与えうる社会的要因であると考えられる。

そこで，本研究では回想法を用いて，子どもの頃の

社会的要因（e.g., 親や学校の関わり）と成人後のグリ

ットの関係について検討した。

方 法

調査対象 就労者 1,600 名(20-59 歳の男女)に対してイ

ンターネット調査を行った。

調査内容 現在のグリット(竹橋ら, 2018)と人格的強

み(24種の強みを各1項目で測定; CST)について評定さ

せた後，過去の社会的要因についての次の項目に回答

を求めた。本研究は関西福祉科学大学研究倫理審査(承
認番号 18-46)のうえで実施された。

中学時代の学校の関わり：学校の目標構造(習得重視

vs.遂行重視; Roeser ら, 1996)に加え，学校享受感(例：

「学校は楽しかった」「居場所があった」)を測定した。

中学時代の親の関わり：親の目標構造尺度(Friedelら,
2007)を参考とし，習得重視，遂行重視，社会性重視(例：

「親は私に，社会の役に立つ人間になってほしいと願

っていた」)の尺度を作成した。他に，親からの愛着(内
海, 2013)を測定した。

幼少期の社会経済的地位(SES)：子どもの頃(10 歳ま

で)の豊かさと予測困難性(Griskevicius ら, 2013)を測定

した。

結果と考察

現在のグリットを従属変数，中学校時代の学校や親

の関わり，幼少期の社会経済的地位，性別，年齢を独

立変数とするステップワイズ法による重回帰分析を行

った。

その結果（表 1），中学時代の親の関わりの効果がみ

られた。親が習得重視であったと思う人ほど現在のグ

リットが高く，親が遂行重視であったと思う人ほどグ

リットが低かった。この結果は Park ら(2018)の知見と

一致する。グリットを育むうえでは，性急に結果を求

めず，成長や学びの大切さを強調することが重要であ

ると考えられる。また，年齢が高いほどグリットが高

いという結果は，Duckworth ら（2007）と一致する。

新たな知見としては，以下の二つを挙げることがで

きる。第一に，中学校時代に親から子どもへの社会性

への期待が高かったと思う人ほど，現在のグリットが

高かった。親が子どもに大志を抱くように期待するこ

とは，子どものグリットを育成するうえで有効かもし

れない。本研究の結果は，習得－遂行の重視といった

従来の目標構造（Park et al., 2018）を超えて，多様な目

標構造が子どものグリットと関連する可能性を示唆す

る。

第二の新たな知見として，中学時代の学校享受感が

高かった人ほど，現在のグリットが高かった。困難に

粘り強く取り組む(高グリットを発揮する)うえでは，

個人を取り巻く環境が心理的に安全であることが重要

であるかもしれない。

なお，中学時代の親からの愛着は成人後のグリット

と関連しなかった。グリットを育むうえでは親が子に

愛情を注ぐだけでは不十分であり，子の習得や社会性

への期待を示すなどの行動が重要になるかもしれない。

今後，グリットを支える要因についてさらに検討する

ことが求められる。

付 記

H.30 関西福祉科学大学共同研究費助成を受けた。

β 95%下限 95%上限
社会重視_親 .115 ** 0.052 0.178
年齢 .146 ** 0.098 0.194
学校享受感 .107 ** 0.057 0.158
習得重視_親 .083 ** 0.022 0.145
遂行重視_親 -.051 * -0.102 0.000

R 2 .067 **

表1　現在のグリットを従属変数とする回帰分析
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問 題

島井他（ ），宇惠他（ ），竹橋他（ ），

島井他（ ）によるポジティブ教育に関する一

連の研究では，大学生と高校生を対象とした調査

研究によって， 項目から成る品性の強み質問紙

（ ）を作成し，その妥当性の検証，および成

長マインドセットとの関連を検討した。

本研究では， の品性の強みが形成される成育

環境について検討した。特に，中学時代の学校の

関わりと親の関わりに注目し，それぞれの関わり

と の強みとの関連を調べ，強みを形成させる

成育環境についての基礎的な知見を得ることを目

的とした。

方 法

調査対象者 インターネット調査会社による調査

を実施した。男性 名，女性 名，合計

名，平均年齢 ± 歳（最大値 歳，最

小値 歳）であった。

調査内容 （ ）現在のグリット（竹橋， ）。

（ ）品性の強み質問紙 。 は，大竹他

（ ）による日本版生き方の原則調査票

を参考にして作成された の品性の強みを尋ね

る 項目から成る調査票であった。（ ）中学時代

の学校の関わり 項目。学校の目標構造（習得重

視 項目，遂行重視 項目）と学校享受感 項目

の 要因を尋ねた。（ ）中学時代の親の関わり

項目。親の目標構造（習得重視 項目，遂行重視

項目）と社会性重視 項目の 要因を尋ねた。

倫理的配慮 本研究は，関西福祉科学大学の研究

倫理委員会の承認を受けている（承認番号 ）。

結 果

品性の強み 項目と，学校の関わり 要因，お

よび親の関わり 要因との相関係数を求め，

以上の相関が含まれる結果を に示した。

学校の関わり，親の関わりと関連が見られた

つの品性の強みは，島井他（ ， ）での「人

間力」因子（審美性，感謝心，希望，精神性）と

「対人力」因子（親密性，親切心）に含まれる項

目であり，「知力」や「統制力」の因子に含まれる

項目とは関連が見られなかった。また，「社会性重

視＿親」は つの強みすべてにおいて，他の相関

係数と比較し高い値を示し，学校と親ともに，習

得重視の相関が遂行重視の相関よりも高い値を示

していた。

つの品性の強みと，学校，および親の

関わりとの関連

親密性 親切心 審美性

習得重視＿学校

遂行重視＿学校

学校享受感

習得重視＿親

遂行重視＿親

社会性重視＿親

感謝心 希望 精神性

習得重視＿学校

遂行重視＿学校

学校享受感

習得重視＿親

遂行重視＿親

社会性重視＿親

「遂行重視＿学校」の行を除き全て ％水準で有意

一方，これら つの強みは現在のグリットとの

関連が特に深いというわけではなく（ ～ ），

グリットとの関連が深い 以上 強みは，上位

から，勤勉性（ ），勇気（ ），熱意（ ），

判断力（ ）など，「知力」因子に含まれる項目

であった。

考 察

目標や志，夢をもって前に進み，人の幸せを願

い，感謝の心をもって，社会に役立つ人となるよ

うに育てられると，それらに応じた品性の強みが

形成されることがデータとして示された。また，

遂行重視よりも習得重視の関わりが品性の強みの

形成に関連している可能性が示された。

さらに，品性の強みは，学校や親との関わりに

関連する側面と，グリットに関連する側面が異な

ることを示唆する結果が得られた。

付 記

本研究は，平成 年度関西福祉科学大学共同

研究費の助成を受けた。
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